
 

 

 

長野県土木工事共通仕様書の一部改定について 

 

技術管理室 

 

１ 改定対象 
土木工事共通仕様書〔令和７年 10月１日適用版〕 
 

２ 改定の主な内容 
国土交通省 土木工事共通仕様書（案）（令和８年３月）に準拠した改定 

 

３ 主な改定内容 

(１) 共通編 第１章 総則 

  ① 1-1-1-10 主任技術者及び監理技術者 ※新規追加 

1.主任技術者及び監理技術者の配置 

  当該工事における主任技術者及び監理技術者の設置は、建設業法第26条に

規定した事項である。 

2.主任技術者及び監理技術者の設置の運用 

  受注者は、建設工事現場に置く技術者の適正な設置に係る最新の運用

（「監理技術者制度運用マニュアルについて」（平成16年3月1日 国総建第

316号））を参考に、監理技術者制度についての基本的考え方、運用等につい

て熟知し、建設業法に基づき適正に業務を行う必要がある。 

 

② 1-1-1-24 建設副産物 ※項目追加 

12．コブリス・プラス（建設発生土情報交換システム） 

   受注者は、建設発生土を搬入または搬出する場合で、工事の実施に当たっ

て土量、土質、土工期等の登録されている情報に変更があった場合、監督員

等が通知する「登録工事番号」を用いて、速やかに当該システムのデータ更

新を行うものとする。 

   なお、これによりがたい場合には、監督員等と協議するものとする。 

 

  (２) 共通編 第２章 一般施工 

  ① 第12節 工場製作工（共通） ※一部追加、見直し 

    ・鋼種SBHS700の追加 

    ・溶接時の乾燥温度・乾燥時間の見直し 等 

 

  (３) 共通編 第３章 土工 

  ① 第4節 道路土工 3.構造物取付け部 ※一部追加 

受注者は、盛土と橋台や横断構造物との取付け部である裏込めや埋戻し部分は、



 

 

供用開始後に構造物との間の路面の連続性を損なわないように、適切な材料を用

いて入念な締固めと排水工の施工を行わければならない。 

特に、橋台躯体背面部では、基礎地盤及び橋台躯体背面の安定性、降雨等に対

する排水性を確保できるように、使用する材料及び構造特性に応じて適切な施工

の方法及び順序等に基づいて施工しなければならず、橋梁接続区間では、速やか

な排水や構造物の状態に配慮しながら、必要な記録を残さなければならない。 

 

(４) その他   ※一部修正 

   ①適用すべき諸基準類との整合 

②図表追加・削除による番号の修正等 

 

 

４ 適用年月日 

令和８年 10月１日以降に起工起案する工事から適用する。 


